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匡
　
人

は
じ
め
に

『
防
長
風
土
注
進
案
』
は
、
防
長
の
萩
本
藩
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
る
、
天
保
期
の
村
浦
の
綿
密
な
実
態
調
査
書
で
あ
り
、
貴
重
な
郷
土
資

料
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
藩
政
史
あ
る
い
は
村
落
史
研
究
の
基
礎
文
献
と
し
て
の
高
い
価
値
を
も
つ
。

各
村
別
の
記
載
項
目
は
、
大
島
宰
判
久
賀
村
・
同
浦
を
例
に
と
れ
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

村
名
の
由
来
、
竪
横
里
数
、
村
内
小
名
、
山
川
之
形
勢
、
村
内
日
請
土
地
合
、
水
掛
善
悪
水
旱
損
等
、
肥
下
草
多
少
、
気
候
寒
暖
植
付
物
時
節
、

田
畠
町
数
・
石
高
、
諸
上
納
物
、
小
貫
、
御
蔵
、
御
勘
場
、
壱
里
塚
、
往
還
、
送
り
場
、
萩
并
海
辺
え
里
数
、
市
町
家
並
、
山
、
御
立
山
、
立
銀
山
、

山
野
、
寺
社
境
内
山
、
森
林
小
祠
山
、
川
数
、
橋
、
井
手
、
堤
、
自
力
堤
、
溝
、
樋
、
沼
、
水
道
、
海
、
嶋
、
岬
瀬
湍
、
波
戸
、
惣
家
数
、
口
数
、

職
人
札
・
商
人
札
・
馬
郎
札
、
在
宅
之
諸
士
足
軽
以
下
并
陪
臣
、
雑
戸
、
牛
数
、
馬
数
、
船
数
、
風
俗
、
地
下
所
持
之
古
文
書
類
、
産
業
、
物
産
、

神
祠
、
寺
院
、
古
城
跡
、
名
所
旧
跡
、
村
内
収
支
総
括

本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
「
風
俗
」
の
項
に
焦
点
を
絞
っ
た
。
そ
の
記
載
は
、
人
々
の
性
情
、
年
間
の
労
働
（
生
業
）
・
行
事
や
祭
礼
、
休

日
、
人
生
（
生
老
病
死
）
に
関
す
る
儀
礼
な
ど
多
彩
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
村
の
中
で
村
人
と
し
て
生
き
る
人
々
の

生
き
様
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
そ
の
豊
か
な
記
載
内
容
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、
近
世
村
落
の
人
々
の
「
共
同
体
」
と
し
て
の
生
活
の
あ
り
か
た

に
つ
い
て
紹
介
・
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
各
村
の
記
載
は
一
様
で
は
な
く
、
地
域
性
や
精
粗
・
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
考
慮
の
上
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二

で
、「
風
俗
」
の
項
に
お
け
る
用
例
の
み
か
ら
推
察
で
き
る
記
述
に
と
ど
め
た
。

底
本
は
、
当
館
が
昭
和
三
十
五
年
度
か
ら
三
十
九
年
度
に
か
け
て
刊
行
し
た
『
防
長
風
土
注
進
案
』
巻
１
〜
21
を
用
い
た
。
本
文
中
〔

〕

内
の
引
用
部
分
に
続
く
（1

5-6

）
等
の
番
号
は
、「
第
15
巻
に
収
載
の
村
番
号
６
の
村
」（
こ
の
場
合
は
舟
木
村
）
を
意
味
す
る
。
村
の
一
覧

（
番
号
と
の
対
照
表
）
に
つ
い
て
は
最
後
に
一
括
し
た
。

以
下
、
便
宜
上
「
音
信
」「
講
と
組
」「
互
助
」「
し
ま
り
」
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
察
を
加
え
た
。

一
　
音
信

【
会
釈
（
え
し
ゃ
く
）】

こ
の
語
は
、
現
在
の
用
法
と
違
い
、「
儀
礼
に
か
な
っ
た
応
対
。
儀
礼
的
な
口
上
を
述
べ
る
こ
と
。
あ
い
さ
つ
。
え
さ
く
。」（
小
学

館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
に
相
当
す
る
使
い
方
が
さ
れ
て
い
る
。
改
ま
っ
た
場
面
で
、
礼
儀
に
則
っ
た
挨
拶
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
お

互
い
の
関
係
を
維
持
し
、
ま
た
調
え
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

〔
婚
儀
ニ
ハ
近
親
類
寄
合
有
合
之
魚
野
菜
ニ
て
盃
相
済
し
申
候
、
親
類
朋
友
よ
り
祝
物
持
参
仕
候
ヘ
ハ
身
分
相
応
之
会
釈
仕
候
〕（7-1

1

）

〔
氏
神
八
幡
宮
祭
礼
、（
中
略
）
間
に

朋
友
親
類
の
も
の
社
参
仕
候
得
は
此
処
に
て
会
釈
仕
候
〕（1

4-3

）

〔
十
一
月
廿
日
　
恵
美
須
講
と
号
シ
商
家
之
者
兼
て
之
売
先
え
相
応
之
会
釈
仕
、〕（2

0-8

）

こ
の
会
釈
は
今
日
の
想
像
以
上
に
か
し
こ
ま
っ
た
堅
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
ら
し
く
、
堅
苦
し
く
な
い
集
ま
り
の
場
で
は
、

〔
念
仏
講
之
儀
も
間
々
集
会
仕
候
得
共
、
全
会
釈
ケ
間
敷
儀
は
一
向
無
御
座
候
〕（2

0-2

）

の
よ
う
な
用
法
が
さ
れ
て
い
る
。
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三

【
挨
拶
（
あ
い
さ
つ
）】

交
際
を
維
持
す
る
た
め
の
社
交
的
儀
礼
を
い
う
。
こ
と
ば
や
動
作
、
受
け
答
え
な
ど
を
含
み
、「
会
釈
」
よ
り
広
い
意
味
合
い
を
持
つ

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
作
法
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
語
の
用
例
か
ら
は
明
確
で
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
行
き
会
っ
た
と

き
の
簡
単
な
あ
い
さ
つ
で
は
な
く
、
儀
式
張
っ
た
、
形
式
を
踏
む
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
正
月
三
日
の
間
（
中
略
）、
氏
神
旦
那
寺
村
長
其
外
親
類
朋
友
な
と
へ
祝
詞
を
演
へ
、
二
月
二
日
三
月
三
日
五
月
五
日
七
月
七
日
同
十
四

日
十
五
日
八
月
朔
日
九
月
九
日
休
日
、
い
つ
れ
も
時
宜
の
挨
拶
を
申
往
来
仕
候
〕（1

4-2

）

〔
五
月
　
（
中
略
）
植
付
相
調
へ
一
村
相
済
候
へ
ば
泥
落
し
と
申
候
て
一
日
あ
て
休
息
仕
、
尚
又
植
付
相
済
安
堵
被
致
候
半
（
う
え
つ
け
あ

い
す
み
、
あ
ん
ど
い
た
さ
れ
そ
う
ら
わ
ん
）
と
挨
拶
し
て
組
合
又
ハ
懇
意
間
ハ
互
に
参
り
会
申
候
〕（2

1-1
3

）

し
た
が
っ
て
、「
挨
拶
を
知
ら
な
い
」
こ
と
は
共
同
体
の
中
で
許
さ
れ
な
い
、
ま
た
は
ば
か
に
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

〔
時
候
の
挨
拶
を
知
ら
ず
、
誠
に
西
戎
と
ハ
此
辺
の
事
を
申
せ
し
な
ら
ん
〕（1

7-5

）

〔
萩
よ
り
石
州
へ
の
往
還
筋
に
て
諸
人
の
通
路
も
多
く
、
通
り
筋
た
け
は
挨
拶
な
と
も
相
応
に
出
来
、〕（2

1-1
7

）

【
勤
め
・
勤
相
・
勤
合
（
つ
と
め
あ
い
）】

「
つ
と
め
」
は
、
当
然
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
事
。
義
務
・
責
務
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
①
家
業
や
職
業
な
ど
に
従
事
す

る
こ
と
、
②
仏
事
や
神
事
・
祭
礼
・
行
事
な
ど
を
執
行
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
③
金
銭
や
餅
・
野
菜
・
酒
肴
等
を
も
っ
て
贈
答
す
る
作
法
、

ま
た
そ
れ
ら
を
伴
わ
ず
に
す
る
挨
拶
、
と
い
う
使
い
方
が
多
く
さ
れ
て
い
る
。
③
を
お
互
い
に
し
合
う
こ
と
を
「
つ
と
め
あ
い
」（
勤

相
・
勤
合
）
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
③
に
つ
い
て
述
べ
る
。

《
勤
め
（
勤
め
合
い
）
》

勤
め
（
勤
め
合
い
）
は
年
頭
・
五
節
句
の
ほ
か
折
々
に
お
い
て
、
氏
神
・
旦
那
寺
・
地
下
役
座
・
親
類
・
親
分
・
師
家
・
組
合
・

知
音
・
朋
友
等
に
対
し
行
わ
れ
た
。
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四

〔
正
月
年
頭
祝
儀
の
儀
ハ
元
日
よ
り
三
日
ま
て
神
社
拝
礼
親
類
知
音
間
勤
合
、
五
節
句
も
同
様
相
勤
候
〕（1

8-4

）

年
頭
・
五
節
句
の
ほ
か
に
は
、

〔（
一
月
）
人
日
十
一
日
十
五
日
休
息
不
仕
、
家
業
早
く
仕
廻
候
て
地
下
中
勤
合
仕
候
〕（8-1

5

）

〔
二
月
朔
日
並
ヒ
朔
日
と
号
シ
、
先
年
よ
り
地
下
中
一
統
遊
日
社
参
、
尚
地
下
役
座
組
合
因
家
へ
勤
合
仕
候
事
〕（7-8

）

〔
五
月
末
田
植
付
仕
舞
次
第
、
泥
落
と
号
シ
人
別
休
足
仕
、
地
下
役
座
組
相
親
類
勤
合
仕
候
〕（4-9

）

〔
六
月
朔
日
に
は
植
付
成
就
届
の
心
得
に
て
銘
々
役
座
へ
相
勤
〕（2

1-3

）

〔（
七
月
）
十
五
日
は
中
元
之
式
日
ニ
付
氏
神
拝
参
朋
友
祝
辞
勤
合
仕
候
〕（7-9

）

〔
七
月
十
四
日
十
五
日
ハ
家
々
盆
会
之
営
仕
、
先
祖
之
霊
祭
り
寺
院
参
詣
仕
、
盆
礼
と
し
て
地
下
勤
合
仕
候
事
〕（8-1

）

〔
八
朔
之
義
ハ
先
年
よ
り
之
旧
例
を
以
人
別
休
息
社
参
、
地
下
役
座
組
合
因
家
え
勤
合
仕
候
事
〕（7-8

）

〔
十
月
　
玄
猪
迚
餅
を
搗
知
音
勤
合
仕
候
〕（6-1

4

）

〔
同
（
十
二
月
）
晦
日
年
越
の
用
意
仕
り
、
地
下
役
座
氏
神
旦
那
寺
組
相
親
類
歳
暮
之
勤
相
互
ニ
仕
候
〕（4-7

）

な
ど
年
間
多
く
の
場
面
で
勤
め
（
勤
め
合
い
）
が
な
さ
れ
た
が
、
人
日
・
端
午
・
重
陽
の
各
節
句
な
ど
の
勤
め
合
い
は
農
家
の
繁

忙
な
ど
を
理
由
に
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

《
百
疋
・
五
拾
疋
（
ひ
ゃ
っ
ぴ
き
・
ご
じ
っ
ぴ
き
）
》

こ
れ
ら
の
勤
め
（
勤
め
合
い
）
は
、
と
く
に
年
頭
に
お
い
て
は
金
銭
を
伴
う
こ
と
が
一
般
的
で
、

〔
年
始
祝
詞
之
儀
は
（
中
略
）、
地
下
役
座
組
合
親
類
国
俗
之
五
拾
疋
三
拾
疋
等
之
礼
銭
を
以
勤
相
仕
候
〕（4-1

0

）

〔
今
日
（
一
月
二
日
）
地
下
中
之
者
（
中
略
）
知
因
等
之
浅
深
ニ
応
し
、
百
疋
五
拾
疋
と
号
拾
弐
銅
六
銅
封
緘
し
年
始
之
佳
儀
を
表
し
互
ニ

勤
合
仕
候
事
〕（6-1

8

）

と
あ
る
よ
う
に
、
百
疋
・
五
拾
疋
・
三
十
疋
な
ど
と
呼
び
、
実
際
に
は
お
お
む
ね
銭
十
二
文
・
六
な
い
し
五
文
、
三
文
が
そ
れ
ぞ

れ
に
該
当
し
、
封
緘
し
て
用
い
た
。
縁
起
を
担
い
で
そ
れ
ら
を
一
対
に
し
て
渡
す
風
も
み
ら
れ
た
。

〔
氏
神
旦
那
寺
地
下
役
座
等
へ
年
始
の
祝
言
申
と
て
参
り
候
節
、
畔
頭
其
外
頭
百
姓
は
青
銅
百
疋
一
対
、
又
は
五
拾
疋
一
対
抔
持
参
仕
候
〕（2

1-1
3

）
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五

ま
た
、
年
頭
に
お
け
る
百
疋
・
五
十
疋
の
こ
と
を
「
年
玉
」
と
よ
ぶ
例
が
あ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

〔
年
頭
之
祝
祠
は
（
中
略
）
是
を
済
シ
、
同
行
中
因
ミ
先
キ
を
勤
メ
、
年
玉
ハ
五
十
疋
又
ハ
百
疋
因
ミ
之
軽
重
ニ
寄
り
取
遣
り
仕
候
〕（5-3

）

〔
年
頭
祝
義
之
義
は
、（
中
略
）
地
下
役
座
を
始
親
類
朋
友
え
年
始
之
祝
詞
申
述
、
因
家
之
者
ハ
任
先
例
百
疋
五
拾
疋
等
之
年
玉
を
以
往
来

仕
候
〕（7-1

4

）

百
疋
・
五
拾
疋
の
風
は
、
年
頭
の
ほ
か
五
節
句
、
中
元
、
婚
礼
、
寺
子
屋
の
師
へ
の
謝
礼
な
ど
に
み
ら
れ
た
。

〔
五
節
句
、
近
族
間
計
青
銅
五
拾
疋
之
勤
合
仕
、
是
又
有
相
之
品
を
以
盃
事
仕
候
〕（4-2

）

〔
七
月
盆
会
　
十
四
五
日
之
間
先
祖
ノ
墓
所
参
り
仏
詣
を
第
一
と
し
父
母
家
兄
弟
近
族
え
五
拾
疋
三
十
疋
之
祝
義
を
以
中
元
之
当
賀
を
申
述

候
〕（3-7

）

〔
娵
披
露
之
節
は
近
族
の
外
ハ
祝
儀
を
不
用
、
尤
近
所
因
家
よ
り
ハ
百
疋
五
拾
疋
樽
代
等
に
て
新
婦
を
寿
き
申
候
〕（3-4

）

〔
手
習
子
屋
之
儀
ハ
年
始
に
は
百
疋
弐
餅
一
重
、
五
節
句
ニ
ハ
白
米
壱
升
宛
、
冬
至
ニ
は
豆
腐
料
少
々
宛
、
歳
暮
ニ
ハ
酒
或
ハ
小
さ
か
な
牛

房
蛤
等
銘
々
気
付
を
以
師
家
え
相
勤
来
候
〕（7-1

）

ま
た
、
五
節
句
や
歳
暮
の
勤
め
合
い
に
お
い
て
は
、
金
銭
を
用
い
ず
、
茶
・
牛
蒡
・
人
参
・
煙
草
・
塩
肴
・
酒
・
餅
な
ど
を
用
い

る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
勤
め
は
多
分
に
儀
礼
化
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
お
互
い
の
こ
と
が
多
い
の
で
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
簡
略
化
さ
れ
る
例

も
あ
る
が
、
一
方
で
婚
礼
な
ど
に
お
い
て
は
華
美
に
流
れ
る
風
を
防
ぐ
た
め
、
行
政
的
な
指
導
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

〔
因
家
之
者
ハ
任
先
例
百
疋
五
拾
疋
等
之
年
玉
を
以
往
来
仕
候
、
尤
近
年
ハ
申
合
寺
社
医
師
抔
之
外
ハ
互
に
取
遣
不
仕
候
事
〕（7-1

4

）

〔
当
時
御
改
正
被
仰
出
候
ニ
付
て
ハ
諸
勤
合
其
外
無
益
之
儀
仕
間
敷
、
婚
礼
仏
事
其
外
廉
立
候
節
一
汁
壱
菜
肴
一
種
ニ
て
諸
事
手
軽
く
相
済

可
申
段
、
儀
定
書
を
以
人
別
申
出
候
事
〕（1

6-1
1

）

《
門
礼
（
か
ど
れ
い
）
》

な
お
、
金
品
の
贈
答
を
伴
わ
な
い
簡
略
化
し
た
挨
拶
の
作
法
を
、
門
礼
と
い
っ
た
。

〔
寺
社
家
其
外
父
母
兄
弟
の
家
隣
家
因
ミ
家
へ
ハ
年
始
の
祝
義
百
疋
五
十
疋
等
を
用
ひ
、
猶
組
内
へ
は
祝
義
贈
答
無
く
門
礼
に
て
相
済
〕（3-1

0

）
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六

【
無
音
（
ぶ
い
ん
）
・
無
音
勤
（
ぶ
い
ん
づ
と
め
）
・
無
音
解
（
ぶ
い
ん
ほ
ど
き
）】

久
し
く
音
信
を
し
な
い
こ
と
、
長
く
無
沙
汰
を
す
る
こ
と
を
「
無
音
」
と
い
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
勤
め
を
は
た
さ
ず
、
不
調
法
・
失

礼
な
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
無
音
を
解
消
す
る
た
め
の
勤
め
を
「
無
音
勤
」、「
無
音
解
」
と
い
っ
た
。

〔
二
月
朔
日
三
月
節
句
は
一
統
休
足
仕
無
音
勤
仕
候
事
〕（8-1

）

村
々
で
行
わ
れ
る
祭
事
は
、
こ
の
無
音
解
の
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
秋
の
氏
神
（
産
土
）
の
祭
礼
は
村
々
で
日
を
違
え
て
行
わ
れ

た
か
ら
、
村
外
の
親
戚
等
が
互
い
に
往
来
す
る
に
は
か
え
っ
て
都
合
が
よ
か
っ
た
。
こ
の
往
来
を
「
祭
り
客
」
と
い
っ
た
。

〔
九
月
廿
六
日
惣
鎮
守
二
所
大
明
神
祭
日
ニ
付
一
日
休
足
仕
候
、
遠
方
親
類
知
音
之
者
年
中
之
無
音
解
旁
祭
り
客
ニ
罷
越
、〕（4-1

0

）

し
か
し
、
こ
の
日
は
村
人
に
と
っ
て
も
参
拝
に
出
る
日
で
あ
る
の
で
、
氏
神
ま
で
距
離
が
あ
る
場
合
や
、
氏
子
圏
が
大
き
く
、
親
戚

が
皆
同
じ
氏
神
の
氏
子
だ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
祭
り
客
は
成
り
立
ち
に
く
か
っ
た
。

〔
八
月
十
八
日
村
中
惣
鎮
守
八
幡
宮
祭
日
ニ
付
人
別
休
日
社
参
、
尤
八
幡
宮
之
義
は
（
中
略
）
当
村
よ
り
ハ
凡
拾
七
八
丁
位
も
道
法
相
隔
り
候

得
共
、
参
詣
之
上
本
人
神
幸
之
供
仕
候
行
形
ニ
御
座
候
、
且
祭
り
客
と
号
し
遠
方
親
類
因
家
之
者
年
中
無
音
解
旁
尋
来
候
者
も
有
之
候
得

共
、
前
条
之
通
社
参
之
者
多
く
各
別
馳
走
等
不
仕
候
事
〕（7-1

7

）

〔
八
月
十
五
日
六
日
二
宮
御
正
祭
神
事
踊
引
馬
備
へ
等
産
子
村
よ
り
仕
出
ス
、
長
立
候
者
上
下
袴
羽
織
中
帯
ニ
て
御
幸
供
奉
ス
、
七
ケ
村
惣

氏
神
ゆ
へ
祭
客
と
申
事
無
シ
〕（1

1-1
8

）

ま
た
、
氏
神
祭
礼
の
あ
と
に
村
の
中
の
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
る
小
祭
り
も
そ
れ
ぞ
れ
日
を
違
え
て
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
は
村
内
の
親
戚

等
の
往
来
に
は
都
合
が
よ
か
っ
た
。

〔
九
十
月
村
々
引
受
之
小
祭
り
有
之
、
親
類
朋
友
間
兼
て
之
無
音
解
キ
勤
合
、
其
節
肴
一
二
種
ニ
て
酒
差
出
候
〕（2

0-1
0

）

こ
の
よ
う
に
、
氏
神
そ
の
他
の
祭
礼
は
、
村
内
外
の
人
々
の
音
信
を
つ
な
ぐ
大
切
な
行
事
で
も
あ
っ
た
。

【
音
物
（
い
ん
も
つ
）
・
音
信
（
い
ん
し
ん
）】
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七

《
音
物
》

好
意
や
感
謝
、
親
密
な
関
係
等
を
表
わ
す
た
め
の
贈
り
物
を
い
う
。
中
元
、
歳
暮
、
五
節
句
な
ど
の
ほ
か
、
十
月
の
玄
猪
、
春
秋

の
彼
岸
、
年
忌
仏
事
、
師
へ
の
謝
礼
、
棟
上
げ
、
葬
式
な
ど
の
場
面
で
行
わ
れ
た
。

〔
歳
暮
に
ハ
寺
家
社
家
父
母
家
師
家
近
族
へ
は
年
暮
の
音
物
少
宛
贈
之
、〕（3-3

）

〔
家
建
棟
上
之
節
ハ
講
中
相
集
米
酒
縄
竹
等
歓
之
式
と
し
持
参
手
伝
仕
候
、
乍
併
困
窮
者
ハ
講
中
引
受
歓
音
物
引
受
相
断
申
候
〕（7-1

8

）

《
音
信
》

訪
問
等
に
よ
っ
て
よ
し
み
を
通
じ
る
こ
と
を
い
う
が
、
音
物
を
贈
る
こ
と
も
い
っ
て
い
る
。

〔
八
月
朔
日
、
親
類
知
音
の
疎
遠
を
音
信
気
悠
ニ
仕
候
〕（6-1

2

）

〔
五
月
五
日
節
句
な
れ
共
農
業
肝
要
の
時
ゆ
へ
夜
中
音
信
の
勤
相
、〕（1

1-1
8

）

〔
年
中
吉
凶
音
信
土
産
等
大
方
は
餅
を
用
ひ
候
〕（1

9-8

）

二
　
講
と
組

【
寄
合
】「

寄
合
」
と
い
う
語
は
ほ
と
ん
ど
動
詞
的
な
使
い
方
が
さ
れ
て
お
り
、
集
会
の
名
称
（
名
詞
）
と
し
て
の
寄
合
は
「
初
寄
合
」「
大
寄

合
」
な
ど
の
数
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
な
か
で
、「
初
寄
合
」
は
共
同
体
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

《
初
寄
合
》

多
く
は
一
月
中
に
行
わ
れ
、
村
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
畔
頭
の
元
へ
寄
り
合
い
、
社
人
を
招
き
、
神
楽
を
奏
し
、
昨
年
中
や
そ

の
年
の
年
貢
に
関
す
る
こ
と
や
、
村
落
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
決
め
ご
と
を
行
う
集
会
で
あ
っ
た
。

初
寄
合
の
記
述
は
舟
木
宰
判
・
当
島
宰
判
に
偏
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
機
能
を
持
っ
た
集
会
は
、
他
村
に
お
い
て
は
荒
神
祭
、
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八

地
神
申
し
、
念
仏
講
等
、
神
仏
に
関
わ
る
行
事
に
お
い
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。（【
し
ま
り
】
の
項
を
参
照
）

〔
正
月
四
日
ニ
ハ
初
寄
合
と
号
し
村
別
畔
頭
元
え
出
会
、
諸
公
事
并
村
中
之
〆
り
方
等
申
談
候
事
〕（1

5-1
5

）

《
大
寄
合
》

〔（
十
二
月
）
五
日
頃
大
寄
合
と
し
て
年
寄
元
え
浦
方
拾
人
頭
其
外
之
者
多
人
数
呼
寄
、
追
々
被
仰
出
候
御
沙
汰
之
趣
申
聞
せ
、
地
下
中
取

し
め
り
事
、
尚
年
中
足
役

其
外
諸
算
用
仕
候
事
〕（6-1

8

）

【
講
】

村
の
中
で
人
々
が
寄
り
合
い
、
共
同
で
何
か
を
行
う
場
合
、
そ
の
単
位
は
、
多
く
「
講
」
や
「
組
」
と
よ
ば
れ
た
。「
講
」
と
「
組
」

は
そ
の
本
質
に
お
い
て
大
き
な
差
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
の
生
活
の
上
で
は
、
明
確
な
区
別
な
く
使
わ
れ
る
場
合
も
多
か
っ
た
。

《
講
》「

講
」
は
、
地
域
社
会
を
お
も
な
母
体
と
し
て
、
信
仰
、
経
済
、
職
業
上
な
ど
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
結
ば
れ
た
集
団
を
い

い
、
そ
の
構
成
員
を
講
中
な
ど
と
よ
ぶ
。
本
来
は
仏
典
を
講
説
す
る
た
め
の
僧
尼
の
会
合
や
そ
の
団
体
を
意
味
し
て
い
た
よ
う
で
、

現
在
で
も
そ
う
し
た
仏
教
関
係
の
講
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
講
の
内
容
は
非
常
に
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
a
信
仰
に
か
か
わ

る
講
、
s
経
済
的
な
講
、
d
職
業
的
な
講
、
f
地
縁
的
な
講
に
大
別
で
き
る
。

a
信
仰
や
祭
事
に
関
わ
る
講

寄
講
・
報
恩
講
・
題
目
講
・
お
命
講
・
観
音
講
・
最
勝
講
・
光
明
真
言
講
・
秋
葉
講
・
蛭
子
講
・
地
神
講
・
祭
講
・
大
師
講
な
ど

が
み
え
る
。

た
だ
、
信
仰
や
祭
事
に
関
わ
る
と
い
っ
て
も
、
た
と
え
ば
一
、
二
月
に
多
く
行
わ
れ
た
地
神
講
（
地
神
申
し
、
地
神
祭
り
）
な
ど
は
、

〔
二
月
中
旬
迄
ニ
村
々
地
神
申
と
号
、
講
中
寄
集
り
盲
僧
主
坊
を
相
招
祭
式
仕
来
候
、（
中
略
）
講
ノ
当
屋
へ
米
麦
之
間
壱
升
宛
も
持
寄
、

講
中
え
も
麁
末
之
一
汁
壱
菜
ニ
し
て
、
尚
地
神
祭
之
神
酒
少
々
買
得
仕
候
て
講
中
も
戴
キ
地
下
諸
〆
り
田
植
之
日
取
等
申
合
来
候
〕（7-3

）
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九

と
い
う
よ
う
に
、
村
の
初
寄
合
的
な
お
も
む
き
を
も
っ
て
い
た
。

s
経
済
的
な
講

頼
母
子
（
た
の
も
し
）
な
ど
は
講
を
組
ん
で
行
わ
れ
た
が
、「
頼
母
子
講
」
と
い
う
語
の
用
例
は
こ
こ
に
は
み
え
な
い
。

d
職
業
的
な
講

た
と
え
ば
a
に
あ
げ
た
蛭
子
（
恵
美
須
）
講
は
、
そ
の
母
体
が
商
人
・
漁
業
従
事
者
で
あ
り
、
職
業
講
的
な
色
合
い
を
も
つ
。

〔
恵
美
須
講
　
同
（
十
一
月
）
廿
日
は
恵
美
須
講
と
て
商
家
不
残
供
物
神
酒
を
備
へ
、
身
分
相
応
之
酒
飯
を
調
へ
、
朋
友
知
音
を
招
き
て
賑
ハ

し
く
饗
応
し
て
商
売
繁
昌
を
祈
る
、
中
に
も
魚
せ
り
問
や
な
と
別
て
祝
祭
り
申
候
事
〕（9-6

）

f
地
縁
的
な
講

葬
儀
な
ど
を
営
む
に
際
し
、
そ
の
主
体
と
な
る
地
縁
の
家
々
の
ま
と
ま
り
を
講
と
い
う
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ら
は
多
様
な
機
能
を

も
つ
地
縁
的
な
講
で
あ
っ
た
。

〔
婚
礼
葬
礼
そ
の
他
の
吉
凶
と
も
に
右
い
つ
れ
の
村
も
同
様
に
て
兼
て
一
村
内
五
十
軒
又
ハ
三
拾
軒
と
分
ケ
お
き
、
講
中
と
申
、
身
分
相
応

に
つ
と
め
あ
ひ
彼
是
と
世
話
仕
、
い
つ
れ
も
手
軽
き
賄
に
御
座
候
事
〕（1

4-1
6

）

〔
葬
礼
、
大
人
死
去
の
時
は
講
中
よ
り
壱
升
又
ハ
壱
匁
の
香
典
を
贈
り
、
旦
那
寺
其
外
近
族
の
賄
方
等
講
中
引
請
ニ
し
て
相
調
へ
、〕（3-2

）

〔
地
下
中
諸
〆
り
と
し
て
講
会
の
き
び
り
あ
ひ
、
最
寄
々
々
拾
軒
拾
五
軒
宛
因
講
有
之
、〕（1

8-3

）

こ
れ
ら
の
講
の
規
模
は
、

〔
葬
礼
之
式
村
内
一
在
所
切
り
講
内
と
唱
へ
、〕（3-4

）

〔
葬
式
之
節
ハ
一
小
村
一
講
中
と
し
て
、〕（3-6

）

な
ど
か
ら
、
多
寡
は
あ
る
が
、
お
よ
そ
小
村
、
す
な
わ
ち
現
在
の
集
落
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
く
に
葬
儀
に
お
い
て
は
、
当
家
や
親
戚
の
者
を
働
か
せ
ず
、
講
が
一
切
を
取
り
仕
切
る
風
が
あ
っ
た
。

〔
葬
式
之
儀
ハ
（
中
略
）、
親
類
講
中
黒
米
壱
升
弐
升
宛
身
分
に
応
し
香
料
と
し
て
持
集
り
其
日
ハ
講
中
の
者
世
話
仕
、
本
人
并
親
類
の
も
の



『
防
長
風
土
注
進
案
』「
風
俗
」
の
項
に
み
る
村
の
「
共
同
体
」（
金
谷
）

一
〇

ま
て
客
同
様
に
心
得
何
も
相
任
せ
、
旦
那
寺
を
招
き
野
辺
送
り
火
葬
土
葬
仕
候
〕（1
4-2

）

〔
葬
式
　
親
類
朋
友
町
内
念
仏
講
中
相
集
り
、
葬
式
道
具
を
調
へ
旦
那
寺
申
請
麁
飯
差
出
葬
式
仕
候
、
親
類
因
ミ
の
者
は
供
又
ハ
寺
詰
抔
仕

候
〕（9-2

）

《
無
常
講
・
死
会
講
・
死
穢
講
・
死
会
中
間
・
樽
組
・
念
仏
講
》

葬
儀
に
関
す
る
講
は
、
名
称
と
し
て
は
「
無
常
講
」「
死
会
講
・
死
穢
講
（
し
え
こ
う
）」「
樽
組
」「
念
仏
講
」
な
ど
が
み
え
る
が
、

そ
れ
ら
が
葬
儀
の
場
面
の
み
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
社
会
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
機
能
し
た
例
を
挙
げ
る
。

〔
葬
式
　
地
下
村
々
ニ
て
死
会
講
と
申
候
て
、
大
人
小
児
之
差
別
を
以
香
奠
と
号
し
米
を
持
寄
り
葬
式
之
世
話
仕
事
ニ
御
座
候
、
講
ニ
寄
り

家
具
等
迄
催
相
ニ
し
て
兼
て
拵
置
候
由
、
此
死
会
講
と
申
ハ
葬
式
の
み
ニ
拘
ら
す
、
家
の
棟
上
ケ
馬
灸
等
独
り
手
ニ
不
相
成
事
ハ
助
ケ
合

因
ミ
申
事
ニ
御
座
候
、
農
家
肝
要
之
時
分
柄
ニ
差
向
病
人
死
人
等
有
之
、
混
納
取
入
亦
は
植
付
修
護
等
お
く
れ
候
時
ハ
、
此
講
中
申
合
合

力
仕
事
ニ
御
座
候
、
惣
て
諸
〆
り
申
合
、
万
一
不
身
持
之
者
有
之
候
得
は
此
講
を
省
き
申
候
、
此
人
数
を
省
レ
候
得
ハ
一
日
も
不
相
立
事

故
兼
て
相
嗜
ミ
申
候
、
地
下
御
住
宅
之
御
諸
士
中
様
其
外
ニ
て
も
此
人
数
ニ
御
加
り
被
成
候
事
〕（9-1

6

）

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
こ
の
村
（
三
田
尻
宰
判
切
畑
村
）
に
お
け
る
死
会
講
の
機
能
は
、

・
葬
式
の
世
話
や
葬
儀
に
関
す
る
道
具
の
共
同
管
理

・
棟
上
げ
・
馬
灸
な
ど
人
手
が
必
要
な
場
面
で
の
助
け
合
い

・
農
作
業
が
病
気
や
死
亡
な
ど
に
よ
り
遅
れ
た
と
き
の
合
力

・
諸
規
則
の
申
し
合
わ
せ
を
行
い
、
不
心
得
者
は
こ
の
講
か
ら
除
く

等
で
あ
り
、
こ
の
講
か
ら
除
か
れ
れ
ば
一
日
も
生
活
が
成
り
立
た
な
い
た
め
、
日
頃
か
ら
気
を
つ
け
て
生
活
し
、
地
下
に
在
宅
の

諸
士
で
あ
っ
て
も
そ
の
構
成
員
に
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。

人
々
の
社
会
生
活
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
講
が
果
た
し
て
い
た
役
割
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。



『
防
長
風
土
注
進
案
』「
風
俗
」
の
項
に
み
る
村
の
「
共
同
体
」（
金
谷
）

一
一

《
田
植
え
と
講
》

田
植
え
は
、
次
項
で
み
る
よ
う
に
「
組
」
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
よ
り
大
規
模
に
行
わ
れ
る
場
合
、「
講
」
が
そ
の
主

体
と
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

〔
田
作
植
付
之
儀
ハ
入
梅
中
講
中
集
り
植
調
、
又
ハ
四
五
軒
宛
組
植
仕
候
部
も
有
之
〕（1

7-7

）

《
家
建
て
と
講
、
と
う
ご
う
》

家
建
（
棟
上
げ
）
も
ま
た
、
多
く
の
人
手
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
吉
凶
と
並
ん
で
講
が
機
能
す
る
場
面
で
あ
る
。

〔
家
建
之
節
ハ
親
類
并
講
中
之
者
白
米
壱
升
弐
升
又
ハ
酒
肴
或
ハ
縄
竹
抔
少
々
宛
持
寄
其
規
式
仕
、
相
互
ニ
手
伝
仕
来
り
候
〕（1

7-4

）

の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
手
伝
い
の
と
き
に
持
ち
寄
る
米
・
縄
・
藁
・
竹
等
を
、
舟
木
宰
判
の
各
村
で
は
「
と
う
ご
う
（
棟
合
・

向
合
・
問
合
）」
と
い
っ
た
。

〔
家
建
之
儀
ハ
親
類
并
講
中
之
者
白
米
壱
升
宛
又
ハ
酒
肴
或
ハ
藁
縄
竹
少
々
宛
棟
合
と
号
持
寄
り
、
其
規
式
仕
ら
せ
相
互
ニ
手
伝
仕
来
候
〕

（1
5-1

9

）

以
上
の
よ
う
に
、
講
の
相
互
扶
助
的
な
機
能
は
社
会
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
年
始
や
五
節
句

等
の
儀
礼
的
な
つ
き
あ
い
（
勤
め
合
い
）
は
、
次
項
で
み
る
「
組
」「
組
相
（
組
合
）」
を
そ
の
範
囲
と
し
て
行
わ
れ
、「
講
」
が
そ
の

範
囲
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

「
講
」
は
行
政
的
な
色
合
い
が
薄
く
、
人
々
の
社
会
生
活
や
信
仰
生
活
か
ら
の
必
要
に
応
じ
て
、
生
活
の
現
場
か
ら
発
生
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以
下
で
み
る
五
人
組
な
ど
の
「
組
」
を
「
講
」
と
呼
ん
で
い
る
場
合
も
多
い
と
思
わ
れ
、
用
語

の
上
か
ら
厳
密
に
こ
れ
ら
を
区
別
し
て
本
質
に
迫
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

【
組
・
組
相
（
組
合
）】



『
防
長
風
土
注
進
案
』「
風
俗
」
の
項
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る
村
の
「
共
同
体
」（
金
谷
）

一
二

「
組
」「
組
相
（
組
合
）」
の
語
は
動
詞
的
な
使
わ
れ
方
を
す
る
ほ
か
、
人
々
の
社
会
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
そ
の
ま
と

ま
り
の
単
位
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

「
組
」
は
畔
頭
を
頭
と
す
る
数
十
軒
以
上
の
百
姓
の
ま
と
ま
り
の
場
合
も
あ
る
し
、
ま
た
五
人
組
の
よ
う
な
地
方
の
末
端
組
織
を
い

う
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
田
植
組
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
組
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。「
組
」
の
用
語
の
使
わ
れ
方
は

多
彩
で
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
行
政
的
で
、
支
配
機
構
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
色
合
い
が
強
い
。

《
畔
頭
組
》

〔（
一
月
）
十
一
日
ニ
は
畔
頭
座
え
組
中
相
集
其
年
中
足
役
彼
是
申
談
、〕（2

0-8

）

〔
当
村
之
儀
ハ
東
ハ
御
蔵
入
、
西
北
は
徳
山
御
領
御
蔵
入
給
地
入
交
り
ニ
て
畔
頭
五
組
有
之
、
小
村
数
多
御
座
候
て
村
々
隔
居
候
得
と
も
全

体
村
内
一
統
之
風
俗
ニ
御
座
候
事
〕（8-4

）

の
如
く
、
畔
頭
の
差
配
単
位
を
組
と
よ
ぶ
。
ま
た
、
こ
の
「
畔
頭
組
」
は
、

〔
日
待
地
神
祭
其
外
臨
時
虫
除
雨
乞
止
雨
等
の
祈
祷
な
と
仕
候
節
は
、
百
性
身
体
の
高
下
に
よ
り
現
貫
き
を
以
相
調
、
い
つ
れ
も
畔
頭
給
庄

屋
組
切
に
て
寄
合
来
候
事
〕（2
1-8

）

と
あ
る
よ
う
に
、
農
業
生
産
に
関
わ
る
行
事
・
祭
事
等
に
お
い
て
、
そ
の
単
位
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
支
配
の
側
が
畔
頭
や
「
組
」
に
対
し
て
何
を
期
待
し
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

《
組
相
（
組
合
）
》

ま
た
た
と
え
ば
、
年
始
に
お
け
る
勤
め
合
い
に
お
い
て
、

〔
年
頭
之
儀
は
（
中
略
）、
地
下
役
座
親
類
朋
友
組
相
互
に
勤
合
旦
那
寺
え
も
参
り
申
候
〕（2-2

7

）

と
あ
る
よ
う
に
、
組
相
（
組
合
）
は
人
々
の
儀
礼
的
な
つ
き
あ
い
の
範
囲
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
儀
礼
的
な
つ
き
あ
い
の
範
囲
と
し
て
の
「
組
・
組
相
」
は
、「
五
人
組
」
の
範
囲
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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一
三

《
五
人
組
》

五
人
組
は
年
貢
納
入
や
防
犯
等
で
の
相
互
規
制
組
織
と
し
て
の
色
合
い
が
強
か
っ
た
。

〔（
八
月
）
十
五
日
夜
ハ
旧
例
に
て
庄
屋
許
へ
五
人
組
頭
呼
出
し
衣
服
倹
素
之
儀
を
始
め
諸
御
法
度
相
背
不
申
様
受
状
為
仕
候
〕（1

4-8

）

ま
た
、
連
帯
責
任
を
問
わ
れ
る
た
め
、
い
き
お
い
相
互
扶
助
の
側
面
も
担
い
、「
講
」
と
重
な
る
部
分
も
大
き
い
。

〔
婚
礼
之
儀
は
（
中
略
）、
翌
日
よ
り
五
六
日
之
間
追
々
五
人
組
其
外
懇
意
間
歓
ニ
参
候
付
酒
差
出
申
候
、
葬
祭
之
儀
は
（
中
略
）、
位
牌
寺

住
持
相
招
其
営
仕
、
其
節
親
族
五
人
組
或
は
講
中
な
ど
相
集
り
世
話
仕
候
〕（2

0-1

）

〔
家
普
請
家
建
等
之
儀
頭
立
候
者
は
組
内
を
雇
ひ
候
て
建
調
棟
上
ケ
仕
候
、
其
外
中
已
下
之
者
は
五
人
組
親
類
相
集
り
候
て
加
勢
等
仕
り
合
、

并
講
中
之
者
人
別
三
四
日
宛
加
勢
仕
候
て
竹
縄
等
遣
候
者
も
御
座
候
〕（2

0-7

）

こ
の
五
人
組
は
定
期
的
に
組
み
替
え
を
行
う
場
合
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
一
例
の
み
で
あ
る
が
、

〔（
十
三
年
祭
り
）
例
年
六
月
申
の
日
と
霜
月
申
の
日
を
祭
り
、
取
わ
き
十
三
年
振
に
ハ
霜
月
申
の
日
を
用
ひ
崇
敬
仕
候
、
此
年
五
人
組
替

其
外
地
下
の
諸
規
定
仕
候
〕（1

4-1
4
）

こ
の
例
も
、
相
互
規
制
機
能
の
更
新
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

《
十
人
組
》

「
十
人
組
」
の
用
例
は
三
例
の
み
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
地
神
祭
に
関
わ
る
単
位
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

〔
地
神
祭
銘
々
出
銅
ニ
て
現
持
寄
、
拾
人
組
或
は
弐
拾
四
五
人
位
前
々
よ
り
行
形
を
以
正
月
五
月
集
会
仕
候
〕（2

0-1
2

）

「
十
人
頭
」
も
二
例
み
え
る
が
（1-1

、6-1
8

）、
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
そ
の
実
態
を
伺
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

《
田
植
組
》

農
民
に
と
っ
て
最
大
の
行
事
と
も
い
え
る
「
田
植
え
」
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、「
田
植
組
」
と
よ
ば
れ
る
組
が
別
途
形
成
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
往
古
よ
り
田
植
組
と
て
五
軒
八
軒
拾
軒
組
合
有
之
〕（1

1-1
8

）
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一
四

〔
田
植
の
せ
つ
ハ
五
軒
六
軒
或
ハ
拾
軒
宛
田
植
組
を
定
め
、
組
々
集
り
植
附
仕
候
〕（1

7-3

）

田
植
組
は
、
そ
の
年
の
田
植
え
の
日
取
り
を
決
め
、
ま
た
田
植
え
の
早
さ
を
競
う
場
合
も
あ
っ
た
。

〔（
一
月
）
三
日
過
候
得
ハ
日
取
と
号
し
田
植
組
中
集
り
植
付
之
日
限
申
談
相
定
候
〕（8-1

3

）

〔
植
付
相
済
候
組
ハ
余
組
不
拘
、
其
翌
日
泥
落
と
号
し
氏
神
え
参
り
其
上
ニ
て
休
足
仕
候
、
尤
泥
落
早
ク
仕
候
組
を
其
組
之
美
目
と
仕
候
ニ

付
、
組
々
互
ニ
植
付
相
励
候
〕（8-1

3

）

田
は
自
家
の
周
囲
に
集
中
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
散
在
し
て
い
る
場
合
も
多
か
っ
た
か
ら
、
日
常
生
活
に
お
け
る
「
組
」（
五
人

組
）
で
は
都
合
が
悪
い
場
合
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
と
く
に
田
植
え
に
あ
た
っ
て
別
の
「
組
」（
田
植
組
）
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
量
す
る
。

さ
ら
に
、
収
穫
し
た
稲
を
脱
穀
調
製
（
籾
す
り
）
す
る
臼
挽
き
に
お
い
て
も
、
そ
の
作
業
は
組
合
の
手
間
替
え
（
後
述
）
で
行
わ

れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。

〔
臼
挽
抔
之
節
は
組
相
手
間
替
ニ
し
て
相
済
シ
申
候
〕（5-9

）

た
だ
し
、
村
に
よ
り
田
植
え
の
日
取
り
を
決
め
る
の
が
小
村
別
に
行
わ
れ
る
地
神
申
し
の
場
で
あ
っ
た
り
、
田
植
え
後
の
泥
落
と

し
が
村
で
一
斉
に
行
わ
れ
る
場
合
も
多
く
、
そ
の
あ
り
よ
う
は
多
彩
で
あ
る
。

ま
た
「
田
植
組
」
が
農
業
生
産
を
超
え
て
社
会
生
活
に
お
け
る
互
助
組
織
と
し
て
機
能
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

〔
但
此
田
植
組
と
申
儀
ハ
村
々
ニ
て
拾
軒
或
ハ
拾
五
軒
最
寄
々
々
ニ
て
相
定
置
、
農
業
其
外
吉
凶
共
助
ケ
相
盟
約
仕
候
〕（8-1

3

）

〔
棟
上
　
田
植
組
中
十
軒
或
ハ
十
五
軒
宛
常
々
万
事
手
伝
仕
合
候
ニ
付
、
当
日
前
後
共
ニ
手
伝
、
有
合
之
縄
木
竹
等
を
遣
し
申
候
〕（1

0-2
6

）

《
組
の
相
互
扶
助
と
監
視
機
能
》

前
述
以
外
に
も
、「
組
」
の
機
能
は
社
会
生
活
の
多
く
の
場
面
に
及
ん
で
い
た
。

〔
誕
生
祝
　
子
供
出
生
之
砌
、
組
相
中
よ
り
白
米
壱
升
宛
持
参
仕
候
者
も
有
之
、
男
子
百
十
日
女
子
百
廿
日
目
ニ
相
当
り
候
日
、
百
日
参
と

相
唱
氏
神
参
詣
、（
中
略
）
右
一
礼
ト
し
て
組
相
中
ニ
赤
飯
を
配
り
候
行
形
ニ
御
座
候
〕（2

0-9

）
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一
五

〔
婚
礼
　
（
中
略
）
仲
人
新
婦
を
連
来
り
（
中
略
）、
又
近
族
因
家
組
合
よ
り
も
弐
本
入
扇
或
ハ
弐
分
三
分
之
樽
代
一
封
ニ
て
新
婦
を
祝
し

申
候
〕（3-6

）

葬
式
に
お
い
て
は
、「
講
」
が
そ
の
主
体
と
な
っ
て
営
む
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、「
組
合
」
と
「
講
」
の
役
割
が
分
担
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
る
。

〔
葬
式
ハ
其
小
村
々
々
一
講
内
ト
し
て
大
人
死
去
ニ
は
香
米
と
号
し
八
木
壱
升
又
は
壱
匁
持
寄
り
ニ
し
て
諸
賄
其
外
万
事
引
受
ニ
相
調
若
又

小
児
死
去
ニ
は
只
組
相
而
已
相
集
り
講
内
よ
り
ハ
八
文
十
弐
文
の
香
典
に
て
相
調
候
事
〕（3-1

2

）

こ
こ
で
は
、
死
亡
者
が
大
人
の
場
合
に
は
「
講
」
が
、
小
児
の
場
合
は
「
組
合
」
が
葬
式
の
運
営
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
し
て
み

れ
ば
こ
こ
で
の
「
組
相
」
は
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
「
講
」
よ
り
も
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
み
た
諸
例
に
み
え
る
「
組
」
は
、
い
ず
れ
も
先
に
み
た
「
五
人
組
」
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、「
組
」
は
、
一
見
「
相
互

扶
助
」
に
み
え
る
こ
れ
ら
の
裏
に
、
支
配
機
構
の
末
端
と
し
て
の
一
面
を
確
か
に
も
っ
て
い
た
。

〔
葬
式
仏
事
等
の
節
、
近
親
類
組
合
講
中
打
寄
互
に
世
話
仕
、（
中
略
）
尤
組
合
は
太
体
吉
凶
の
節
立
合
申
候
、
是
は
必
心
配
の
ミ
に
も
無
之
、

兼
て
被
仰
聞
候
郡
中
御
法
度
の
趣
に
相
背
候
儀
は
無
之
哉
、
又
は
邪
宗
門
等
相
窮
候
為
に
気
を
付
候
こ
と
と
相
見
申
候
〕（1

9-2

）

（
組
合
は
だ
い
た
い
組
内
の
吉
凶
の
場
面
に
立
ち
会
う
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
心
配
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
郡
中
法
度
に
背
い
て
い
な
い
か
、

キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
い
か
を
見
極
め
る
た
め
で
あ
る
と
み
え
る
）

お
そ
ら
く
こ
れ
こ
そ
が
村
落
内
に
お
け
る
「
組
」
の
本
質
な
の
で
あ
ろ
う
。

【
親
分
・
元
服
親
・
契
約
親
・
（
親
方
）】

《
親
分
》

年
始
に
お
い
て
、
親
元
や
「
親
分
」
に
は
特
に
厚
い
勤
め
を
お
こ
な
っ
た
。
他
の
と
こ
ろ
を
祝
詞
で
済
ま
す
場
合
に
も
、「
親
分
」

に
は
年
の
餅
（
重
ね
餅
・
祝
い
餅
）
に
百
疋
を
添
え
て
持
参
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。



『
防
長
風
土
注
進
案
』「
風
俗
」
の
項
に
み
る
村
の
「
共
同
体
」（
金
谷
）

一
六

〔
正
月
元
日
に
は
（
中
略
）
寺
社
参
詣
地
下
役
座
其
外
親
類
因
之
間
へ
も
年
始
之
祝
詞
申
述
、
舅
方
又
ハ
親
分
抔
へ
は
年
の
餅
一
重
青
銅
百

疋
相
添
差
遣
し
、〕（1

5-3

）

こ
の
場
合
の
「
親
分
」
は
、
実
の
親
で
な
く
、
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
庇
護
者
と
し
て
頼
ん
だ
擬
制
的
な
親
を
い
う
。
第
二

の
誕
生
と
も
い
え
る
元
服
の
場
面
に
お
い
て
多
く
み
ら
れ
、
土
地
の
有
力
者
を
契
約
親
（
後
見
親
）
と
し
て
頼
む
場
合
も
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

な
お
、「
親
分
」
へ
の
勤
め
は
年
始
に
限
ら
ず
、
三
月
・
五
月
の
節
句
や
盆
等
に
も
行
わ
れ
た
。

〔
五
節
句
之
内
、（
中
略
）
親
分
舅
先
又
ハ
懇
意
な
る
先
え
三
月
ハ
蓬
餅
、
七
月
は
そ
ふ
め
ん
な
ど
遣
ハ
し
、〕（1

6-1
1

）

《
元
服
親
》

元
服
親
を
頼
ん
で
元
服
の
式
を
行
う
の
は
村
内
で
も
「
長
立
候
者
」「
頭
立
候
者
」
に
限
ら
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
場
合
は
親
類
な
ど

を
招
き
、
酒
食
を
供
し
た
。
ま
た
元
服
親
に
な
っ
て
も
ら
う
人
物
は
一
族
の
有
力
者
等
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
元
服
　
地
下
内
ニ
て
長
立
候
者
ハ
元
服
親
を
頼
み
、
親
類
近
隣
を
招
き
酒
抔
出
し
候
、
中
人
已
下
内
輪
ニ
て
相
済
候
事
〕（1

6-5

）

〔
苗
字
等
有
之
候
も
の
は
親
類
の
内
老
分
の
者
歟
、
或
は
由
緒
有
之
候
目
上
の
者
を
元
服
親
に
相
頼
候
者
も
御
座
候
〕（1

9-1
5

）

〔
元
服
式
之
儀
は
長
立
候
者
は
十
三
歳
十
五
歳
ニ
て
元
服
仕
、
伯
父
又
は
一
類
ニ
て
盛
者
元
服
親
ニ
相
頼
、〕（2

0-1
1

）

こ
れ
ら
の
元
服
親
は
単
に
元
服
の
式
を
行
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
「
親
」
と
し
て
そ
の
人
物
を
庇
護
し
、
ま
た
そ
の
人
物
の

行
な
い
、
身
持
、
行
状
等
に
対
し
て
教
導
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
於
地
下
頭
立
候
者
又
は
兼
々
因
相
候
人
柄
相
頼
前
髪
を
採
、
親
分
に
し
て
往
々
不
行
跡
無
之
様
申
聞
せ
之
儀
堅
契
約
仕
、〕（2-2

8

）

実
の
親
以
外
の
第
三
者
を
親
と
し
て
持
つ
と
い
う
こ
と
が
、
社
会
の
秩
序
維
持
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

《
契
約
親
》

〔
正
月
の
式
、
当
村
は
往
古
よ
り
頭
立
候
家
に
立
入
仕
候
も
の
、
契
約
親
と
号
、
男
女
と
も
に
其
親
と
頼
み
た
る
家
へ
（
中
略
）
夫
婦
連
に



『
防
長
風
土
注
進
案
』「
風
俗
」
の
項
に
み
る
村
の
「
共
同
体
」（
金
谷
）

一
七

て
鏡
餅
一
卜
重
持
参
致
し
、
引
請
に
は
雑
煮
取
肴
に
は
昆
布
鯣
田
作
り
等
の
肴
に
て
濁
り
酒
差
出
し
申
候
〕（2

1-1
2

）

こ
こ
で
、「
頭
立
候
家
に
立
入
仕
候
も
の
」
と
い
う
の
は
、
有
力
な
家
に
奉
公
に
入
っ
て
い
る
者
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

《
親
方
》

な
お
、「
親
方
」
と
い
う
語
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
多
く
は
「
師
家
（
師
匠
）
・
親
方
」
と
併
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
手
職
等
に
関

わ
る
親
方
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
量
さ
れ
る
が
、
例
外
も
あ
り
、「
親
分
」
と
同
じ
使
い
方
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
即
断
を

避
け
た
い
。

三
　
互
助

【
合
力
（
こ
う
ろ
く
）
・
手
伝
】

講
や
組
（
組
相
・
組
合
）
を
主
体
と
す
る
相
互
扶
助
の
機
能
は
、
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
田
植
え
・
混
納
・
麦
蒔
・
普
請
造
作
・

婚
礼
・
葬
式
な
ど
多
く
の
場
面
で
み
ら
れ
た
が
、
決
し
て
そ
れ
は
一
方
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
共
同
体
内
で
軋
轢

を
生
じ
な
い
た
め
に
は
、
受
け
た
合
力
・
助
勢
に
対
し
て
、
反
対
供
与
を
も
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
負
担
（
返
礼
）
に
耐
え
ら
れ
な
い
者
は
、
合
力
そ
の
も
の
を
断
っ
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

〔
家
建
之
節
ハ
講
中
相
集
白
米
酒
等
持
参
ニ
て
手
伝
仕
候
事
古
来
よ
り
之
流
例
ニ
御
座
候
へ
共
、
当
村
之
儀
ハ
総
て
困
究
者
多
故
講
中
引
受
相
断
、

入
用
之
人
数
計
ニ
て
大
概
相
整
、
悦
ひ
引
受
之
儀
相
断
候
者
多
く
御
座
候
〕（7-7

）

は
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
悦
ひ
（
よ
ろ
こ
び
）」
と
い
う
の
は
上
棟
式
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
祝
宴
（
酒
食
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
引
き
受
け
に
耐
え
ら
れ
な
い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
講
か
ら
の
助
力
を
断
る
者
が
多
か
っ
た
、
と
い
う
意
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
秋
の
収
穫
や
混
納
（
収
穫
し
た
穀
物
の
脱
穀
・
調
製
）
に
あ
た
っ
て
の
合
力
と
そ
の
返
礼
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。



『
防
長
風
土
注
進
案
』「
風
俗
」
の
項
に
み
る
村
の
「
共
同
体
」（
金
谷
）

一
八

〔
玄
猪
　
後
々
玄
猪
日
ニ
餅
を
搗
秋
中
合
力
仕
候
者
呼
振
舞
仕
候
、
是
を
秋
振
廻
と
申
前
々
よ
り
行
形
ニ
て
御
座
候
事
〕（1

0-2
8

）

【
ゆ
い
・
て
ま
が
え
・
も
や
い
】

人
々
が
共
通
し
て
集
中
し
た
労
働
力
が
必
要
な
場
面
に
お
い
て
は
、
労
働
力
を
交
換
し
合
う
（
手
伝
い
合
う
）
必
要
が
あ
り
、
そ
の

最
大
の
も
の
が
田
植
え
で
あ
っ
た
。

《
ゆ
い
（
結
い
、
い
ゝ
）
と
て
ま
が
え
（
手
間
替
）
》

そ
の
場
合
、
仕
労
働
力
を
交
換
し
合
う
こ
と
を
「
ゆ
い
（
い
ゝ
）」
な
い
し
「
て
ま
が
え
」
と
い
い
、「
ゆ
い
」
で
植
え
る
こ
と

（
ゆ
い
植
え
）
を
「
ゆ
い
を
と
る
」
と
か
「
ゆ
い
に
す
る
」
と
い
っ
た
。

〔
田
植
之
儀
ハ
大
作
仕
候
も
の
は
少
々
雇
人
を
も
仕
、
其
余
は
大
概
五
軒
七
軒
宛
手
間
替
ニ
し
て
追
々
ニ
植
付
、
是
を
い
ひ
植
と
申
候
〕

（1
5-2

5

）

〔
田
植
ハ
（
中
略
）、
い
ゝ
に
す
る
と
い
ふ
て
互
に
手
間
を
相
貸
借
り
て
植
へ
、
或
は
独
植
な
と
ゝ
て
其
一
家
内
に
て
植
へ
、〕（1

6-6

）

ま
た
、「
て
ま
が
え
」
の
語
は
人
だ
け
に
用
い
る
の
で
は
な
く
、
田
の
労
働
力
と
し
て
の
牛
（
代
牛
＝
し
ろ
う
し
）
に
も
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。

〔
田
植
ハ
一
日
植
ニ
し
牛
人
共
ニ
手
間
替
ニ
し
て
植
合
、〕（1

1-6

）

〔
田
植
之
儀
、
講
中
申
合
日
取
仕
、
早
乙
女
代
牛
等
い
ゝ
と
申
手
間
替
ニ
し
て
植
付
、〕（1

6-1
1

）

こ
れ
ら
の
労
働
力
の
交
換
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
貸
借
に
お
い
て
不
均
衡
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
田
植
え
後
、
そ
の
決
算
を
お

こ
な
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
い
ゝ
算
用
」
と
い
っ
た
。
こ
の
不
均
衡
は
、
金
銭
で
な
く
別
の
労
働
提
供
に
よ
っ
て
解
消
し
た

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
関
す
る
記
述
は
み
え
な
い
。

〔
田
植
後
い
ゝ
算
用
と
申
習
し
男
女
共
一
日
休
息
仕
植
付
一
件
算
用
致
候
〕（9-1

8

）

ま
た
、「
ゆ
い
」
の
語
は
相
互
に
労
働
力
を
提
供
し
合
う
集
団
そ
の
も
の
を
さ
す
場
合
が
あ
っ
た
。



『
防
長
風
土
注
進
案
』「
風
俗
」
の
項
に
み
る
村
の
「
共
同
体
」（
金
谷
）

一
九

〔
春
夏
秋
の
地
神
祭
ハ
田
植
組
の
結
ひ

ニ
て
夕
方
に
当
屋
へ
相
集
り
、〕（1

2-1
0

）

な
お
、「
て
ま
が
え
」
は
田
植
え
の
ほ
か
収
穫
後
の
臼
挽
き
（
籾
す
り
）
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
。

〔
臼
挽
之
儀
は
組
相
中
手
間
替
ニ
し
て
夜
中
又
ハ
雨
霽
日
等
之
麦
蒔
ニ
差
合
不
申
様
操
合
相
調
、〕（7-3

）

《
も
や
い
（
催
相
・
催
合
）
》

「
も
や
い
」
は
協
同
作
業
を
意
味
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
上
で
み
た
「
ゆ
い
植
え
」
は
「
も
や
い
」
で
も
あ
っ
た
。

〔
近
所
催
合
ニ
し
て
猿
尾
打
（
鋤
の
先
根
緒
是
よ
り
な
ひ
初
め
牛
の
具
引
緒
田
な
緒
是
を
神
棚
へ
奉
る
）〕（1

1-1
8

）

〔
鯨
漁
の
儀
、
沖
海
に
て
は
当
浦
（
通
浦
）
計
り
漁
り
申
候
、
内
海
は
瀬
戸
崎
組
催
合
漁
に
仕
候
〕（1

9-4

）

〔
田
植
は
い
ひ
に
す
る
と
唱
へ
、
今
日
ハ
誰
か
所
、
明
日
ハ
渠
と
い
ゝ
て
互
に
手
間
を
か
し
か
り
し
催
相
て
植
へ
、〕（1

6-7

）

ま
た
、
牛
馬
を
共
同
で
飼
養
す
る
場
合
を
「
催
相
飼
」
と
い
っ
た
。

〔
当
村
は
田
畠
数
三
拾
余
町
之
小
村
ニ
て
牛
馬
四
拾
疋
飼
ひ
、
持
さ
る
者
も
無
之
、
弐
三
人
或
は
四
人
も
催
相
飼
仕
候
〕（1

0-3
2

）

な
お
、「
も
や
い
」
に
は
、
そ
の
際
に
必
要
な
出
費
や
労
働
量
は
平
等
で
あ
る
と
い
う
原
則
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
同
額
ず
つ
の

金
品
を
提
供
し
て
行
う
祭
事
な
ど
に
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〔
正
五
九
月
良
辰
を
撰
、
地
下
中
催
相
々
々
ニ
て
荒
神
祭
り
人
別
米
五
合
三
合
宛
出
シ
合
せ
、〕（2-2

8

）

《
道
橋
の
修
補
》

人
々
が
労
力
を
出
し
合
っ
て
行
う
道
や
橋
の
修
繕
も
、
共
同
体
と
し
て
の
重
要
な
仕
事
で
あ
っ
た
。

〔
正
月
地
神
祭
り
仕
、（
中
略
）
御
国
法
を
専
に
し
、
次
に
地
下
取
締
往
還
道
橋
等
之
修
補
申
合
候
〕（1

4-2

）

〔
七
夕
　
神
仏
ヲ
拝
し
地
下
中
家
別
壱
人
宛
罷
り
出
道
橋
等
致
取
繕
候
〕（2-1

8

）

こ
れ
ら
は
、
畔
頭
や
証
人
百
姓
の
指
導
で
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

〔
地
神
祭
り
　
毎
年
正
月
中
比
畔
頭
一
組
内
地
下
人
別
罷
出
、
畔
頭
証
人
百
姓
引
連
組
内
道
筋
を
修
甫
仕
候
〕（9-1

6

）
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二
〇

四
　
し
ま
り

【
咄
合
（
話
合
）
・
談
し
合
・
申
合
・
申
談
（
は
な
し
あ
い
・
だ
ん
じ
あ
い
・
も
う
し
あ
い
・
も
う
し
だ
ん
）】

村
や
浦
の
共
通
の
必
要
事
項
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ら
を
決
め
る
こ
と
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、
祭
事
や
行
事
の
執
行
、
社
会
生
活
上

の
き
ま
り
（
奢
侈
や
賭
け
事
の
禁
止
、
休
日
の
設
定
）、
生
業
に
関
す
る
こ
と
（
苗
代
や
植
え
付
け
の
日
取
り
、
早
中
晩
田
の
作
り
あ
わ

せ
、
田
植
え
の
順
序
や
方
法
、
肥
料
の
吟
味
、
牛
を
使
う
心
得
、
塩
の
生
産
規
制
、
漁
の
取
り
分
）、
課
役
の
分
担
、
道
橋
等
の
修
補
な

ど
が
あ
っ
た
。

〔（
一
月
）
十
日
迄
之
間
地
神
祭
と
申
て
組
合
相
集
社
人
地
神
経
読
盲
僧
相
招
、
田
植
付
日
取
等
迄
申
合
相
調
候
行
形
ニ
御
座
候
〕（7-8

）

〔
二
月
朔
日
ハ
初
り
朔
日
と
号
し
家
子
休
足
仕
ら
せ
、（
中
略
）
出
合
之
者
当
年
之
苗
代
田
植
之
比
合
、
早
中
晩
田
之
作
り
合
せ
、
肥
し
之

吟
味
様
、
遣
ひ
牛
心
遣
ひ
彼
是
咄
合
申
候
〕（7-4

）

〔
年
々
上
下
之
浜
所
よ
り
室
積
え
集
り
致
会
合
候
て
塩
余
分
出
来
不
申
候
様
一
統
持
目
之
申
合
仕
候
〕（9-1

2

）

こ
れ
ら
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
場
に
つ
い
て
、
記
載
が
あ
る
も
の
を
あ
げ
る
と
、
荒
神
祭
（
荒
神
申
）、
地
神
祭
（
地
神
申
）、
森

申
、
百
手
祭
、
春
神
楽
、
講
（
因
講
）、
大
寄
合
、
初
寄
合
な
ど
で
あ
り
、
浦
年
寄
元
で
行
わ
れ
た
大
寄
合
（6-1

8

）、
畔
頭
元
で
行
わ

れ
た
初
寄
合
（
舟
木
宰
判
・
当
島
宰
判
の
諸
村
、
前
述
）
を
除
け
ば
、
お
お
む
ね
神
仏
に
関
わ
る
場
に
お
け
る
誓
約
の
お
も
む
き
を
も

っ
た
。
こ
れ
ら
は
正
月
な
い
し
二
月
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
ほ
か
折
に
ふ
れ
て
な
さ
れ
た
。

【
申
聞
（
も
う
し
き
か
せ
）】

申
し
聞
か
せ
と
は
文
字
ど
お
り
言
い
聞
か
せ
、
教
え
さ
と
す
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
支
配
者
が
農
民
ら
に
申
し
聞
か
せ
る
事
例

は
除
き
、
村
落
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
教
導
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。

〔
元
服
之
儀
は
於
地
下
頭
立
候
者
又
は
兼
々
因
相
候
人
柄
相
頼
前
髪
を
採
、
親
分
に
し
て
往
々
不
行
跡
無
之
様
申
聞
せ
之
儀
堅
契
約
仕
、〕（2-
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二
一

2
8

）
〔
春
分
ニ
地
神
祭
り
と
申
会
合
之
内
ニ
て
（
中
略
）、
若
輩
之
者
共
へ
ハ
作
物
出
来
立
之
気
付
申
聞
、
尚
又
平
生
心
得
悪
敷
者
え
ハ
共
々
教
導

等
仕
、
地
下
和
順
之
咄
合
仕
来
候
事
〕（8-4

）

【
〆
り
・
締
り
（
し
ま
り
〔
し
め
り
〕）】

し
ま
り
（
し
め
り
）
は
規
律
や
秩
序
の
こ
と
を
い
い
、
そ
の
確
認
作
業
は
多
く
の
場
合
、【
咄
合
（
話
合
）
・
談
し
合
・
申
合
・
申
談
】

の
項
で
紹
介
し
た
場
で
な
さ
れ
た
。

〔
春
分
地
神
申
、
夏
秋
荒
神
申
と
号
し
、（
中
略
）
祭
式
仕
、（
中
略
）
地
下
内
諸
締
り
等
申
談
仕
来
候
事
〕（7-9

）

こ
れ
ら
の
遵
守
は
、
人
々
の
社
会
生
活
が
支
障
な
く
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
背
く
者
、
ま
た
は
従
わ

な
い
者
に
た
い
し
て
は
制
裁
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
本
人
の
属
す
る
「
組
」
が
身
元
引
き
受
け
と
し
て
働
い
た
よ

う
で
あ
る
。

〔
右
の
禁
制
（
端
午
か
ら
八
朔
ま
で
他
村
の
牛
を
村
内
に
入
れ
な
い
と
い
う
禁
忌
）
の
内
、
若
破
り
候
者
あ
れ
は
頭
に
瓢
箪
を
著
せ
牛
に
乗

せ
其
居
村
を
追
放
仕
候
行
形
に
て
御
座
候
へ
共
、
太
体
後
々
ハ
本
人
の
組
合
よ
り
相
断
候
に
付
、（
中
略
）
村
中
へ
御
札
守
軒
別
配
り
候
へ

は
免
し
遣
候
〕（1

9-1
1

）

〔
死
会
講
と
申
ハ
葬
式
の
み
ニ
て
無
御
座
、（
中
略
）
万
一
身
持
悪
敷
者
有
之
時
は
急
度
異
見
を
加
へ
、
用
ひ
さ
る
時
は
講
中
間
を
除
き
申

候
ニ
付
諸
事
相
慎
申
候
事
〕（9-1

4

）

以
上
見
て
き
た
よ
う
な
村
の
共
同
体
と
し
て
の
暮
ら
し
の
中
に
は
、
個
人
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
競
争
原
理
が
働
く
場
面
も
も
ち
ろ
ん
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
が
、「
注
進
案
」
は
そ
の
性
質
上
、
そ
の
種
の
記
述
は
き
わ
め
て
乏
し
い
。

〔
厚
狭
市
中
ニ
は
（
一
月
）
十
一
日
早
朝
牛
を
牽
出
川
入
仕
り
、
所
の
作
神
へ
連
参
り
申
候
、
兼
て
牛
の
飼
宜
者
は
牛
の
毛
色
よ
く
肥
居
申

候
、
是
を
貧
福
の
自
慢
に
数
多
の
牛
牽
出
し
候
故
、
老
若
男
女
見
物
ニ
罷
出
賑
敷
儀
ニ
御
座
候
〕（1

6-4

）
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二
二

こ
の
行
事
は
、
牛
を
川
で
洗
い
、
き
れ
い
に
し
て
作
神
へ
連
れ
行
き
、
農
の
順
調
を
祈
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
一
面
で
こ
の
よ
う

に
飼
養
す
る
牛
の
、
周
囲
へ
の
披
露
の
色
合
い
を
も
っ
て
い
た
。
個
人
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
常
に
共
同
体
内
で
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
も

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
註
）
本
文
中
で
引
用
し
た
部
分
に
関
わ
る
村
の
番
号
と
村
名
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

1-1

（
大
島
宰
判
久
賀
村
・
同
浦
）、2-1

8

（
大
島
宰
判
油
宇
村
）、2-2

7

（
大
島
宰
判
椋
野
村
）、2-2

8

（
大
島
宰
判
土
井
村
）、3-2

（
奥
山
代
宰
判
宇

佐
郷
大
原
村
）、3-3

（
奥
山
代
宰
判
本
谷
村
）、3-4

（
奥
山
代
宰
判
秋
掛
村
）、3-6

（
奥
山
代
宰
判
中
山
村
）、3-7

（
奥
山
代
宰
判
生
見
村
）、3-1

2

（
奥
山
代
宰
判
黒
澤
宇
塚
村
）、4-2
（
前
山
代
宰
判
中
之
瀬
大
野
村
）、4-7

（
前
山
代
宰
判
中
須
村
）、4-9

（
前
山
代
宰
判
金
峯
村
）、4-1

0

（
前
山
代
宰

判
鹿
野
上
村
）、5-3

（
上
関
宰
判
上
田
布
施
村
）、5-9

（
上
関
宰
判
大
野
村
）、6-1

2

（
上
関
宰
判
伊
保
庄
）、6-1

4

（
上
関
宰
判
佐
賀
村
）、6-1

8

（
上

関
宰
判
上
ノ
関
）、7-1

（
熊
毛
宰
判
上
久
原
村
・
牛
王
内
村
）、7-3

（
熊
毛
宰
判
長
野
村
）、7-4

（
熊
毛
宰
判
原
村
）、7-7

（
熊
毛
宰
判
上
小
周
防
村
）、

7-9

（
熊
毛
宰
判
・
徳
山
領
島
田
村
）、7-1

4
（
熊
毛
宰
判
束
荷
村
）、7-1

7

（
熊
毛
宰
判
川
西
村
）、7-1

8

（
熊
毛
宰
判
三
丘
之
内
清
尾
村
）、8-1

（
都

濃
宰
判
末
武
上
村
）8-4

（
都
濃
宰
判
久
米
村
）8-1

3
（
都
濃
宰
判
湯
野
村
）8-1

5

（
都
濃
宰
判
櫛
ヶ
浜
浦
）9-2

（
三
田
尻
宰
判
三
田
尻
町
）、9-6

（
三

田
尻
宰
判
宮
市
町
）、9-1

2

（
三
田
尻
宰
判
浜
方
）、9-1

4

（
三
田
尻
宰
判
西
之
浦
）、9-1

6

（
三
田
尻
宰
判
切
畑
村
）、9-1

8

（
三
田
尻
宰
判
西
ノ
浦
新

御
開
作
）、1

0-2
6

（
三
田
尻
宰
判
真
尾
村
）、1

0-2
8

（
三
田
尻
宰
判
久
兼
村
）、1

0-3
2

（
三
田
尻
宰
判
中
山
村
）、1

1-6

（
徳
地
宰
判
馬
神
米
光
村
）、

1
1-1

8

（
徳
地
宰
判
堀
村
）、1
4-2

（
小
郡
宰
判
上
中
郷
）、1

4-3
（
小
郡
宰
判
賀
川
村
）、1

4-8

（
小
郡
宰
判
阿
知
須
浦
）、1

4-1
4

（
小
郡
宰
判
大
海
村
）、

1
4-1

6

（
小
郡
宰
判
台
道
村
）、1

5-3

（
舟
木
宰
判
萬
倉
村
・
今
富
村
）、1

5-1
5

（
舟
木
宰
判
際
波
村
）、1

5-1
9

（
舟
木
宰
判
沖
ノ
旦
村
・
広
瀬
村
・
末

信
村
・
棚
井
村
）、1
5-2

5

（
舟
木
宰
判
木
田
村
・
瓜
生
野
村
・
車
地
村
・
山
中
村
）、1

6-4

（
吉
田
宰
判
厚
狭
村
）、1

6-5

（
吉
田
宰
判
津
布
田
村
）、

1
6-7

（
吉
田
宰
判
土
生
浦
）、1

6-1
1

（
吉
田
宰
判
山
中
村
）、1

7-3

（
美
祢
宰
判
長
田
村
）、1

7-4

（
美
祢
宰
判
真
名
村
）、1

7-5

（
美
祢
宰
判
岩
永
村
）、

1
7-7

（
美
祢
宰
判
嘉
万
村
）、1

8-3

（
先
大
津
宰
判
河
原
村
・
新
別
名
村
・
久
富
村
）、1

8-4

（
先
大
津
宰
判
久
富
・
新
別
名
・
藏
小
田
・
角
山
）、1

9-2

（
前
大
津
宰
判
三
隅
村
）、1

9-4

（
前
大
津
宰
判
通
浦
）、1

9-8

（
前
大
津
宰
判
深
河
村
）、1

9-1
1

（
前
大
津
宰
判
俵
山
村
）、1

9-1
5

（
前
大
津
宰
判
殿
敷

村
）、2
0-1

（
当
島
宰
判
河
島
庄
）、2

0-2

（
当
島
宰
判
椿
東
分
）、2

0-7

（
当
島
宰
判
大
井
黒
川
村
）、2

0-8

（
当
島
宰
判
山
田
村
）、2

0-9

（
当
島
宰
判

三
見
村
）、2

0-1
0

（
当
島
宰
判
川
上
村
）、2

0-1
1

（
当
島
宰
判
明
木
村
）、2

1-3

（
奥
阿
武
宰
判
片
俣
村
）、2

1-8

（
奥
阿
武
宰
判
藏
目
喜
村
）、2

1-1
2

（
奥
阿
武
宰
判
宇
生
賀
村
）、2

1-1
3

（
奥
阿
武
宰
判
福
田
村
）、2

1-1
7

（
奥
阿
武
宰
判
宇
田
村
）


